
在
熊
の
中
国
人
留
学
生
と
日

本
人
大
学
生
と
が
料
理
を
通
じ

て
交
流
す
る
「
日
中
青
年
料
理

交
流
会
」
が
10
月
21
日
（
土
）
、

熊
本
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
は
あ
も
に
い
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
一
般
財
団
法

人
熊
本
県
青
年
会
館
の
「
青
少

年
団
体
活
動
助
成
金
」
の
交
付

を
受
け
て
熊
本
県
日
中
協
会
が

企
画
・
主
催
し
た
も
の
で
、
中

国
人
留
学
生
18
名
、
日
本
人
大

学
生
14
名
が
参
加
。

中
国
の
餃
子
と
い
え
ば
水
餃

子
（
ゆ
で
餃
子
）
が
一
般
的
で

す
が
、
こ
れ
は
主
に
中
国
東
方

地
方
の
料
理
。
留
学
生
と
い
っ

て
も
全
員
が
上
手
な
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
学
生
は
日

中
混
在
の
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
指
導
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
餃
子
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
料
理
の
「
出
し

巻
き
卵
」
も
留
学
生
に
大
人
気
、

卵
焼
き
を
作
る
と
こ
ろ
を
始
め

て
見
た
と
い
う
留
学
生
も
多
く

い
て
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

調
理
の
間
に
す
っ
か
り
仲
良

く
な
っ
た
参
加
者
ら
は
出
来
上

が
っ
た
料
理
で
昼
食
会
。
和
気

あ
い
あ
い
と
話
も
弾
み
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
餃
子
に
舌
鼓
を

う
ち
な
が
ら
、
楽
し
く
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
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男子学生も頑張りました

出し巻き卵作りは留学生に大人気

卵
焼
き
は
見
事
な
ハ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た

真
剣
な
表
情
で
餡
を
包
む

参
加
者
達
。
こ
の
時
ば
か

り
は
会
話
も
お
休
み
？

出
来
上
が
っ
た
餃
子
と
卵
で

昼
食
交
流
会
。
一
人
一
人
が

ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た

最
後
に
参
加
学
生
全
員

で
記
念
撮
影

餃子の形がまちまちなのはご愛敬



熊
本
県
国
際
協
会
主
催
の
第

24
回
熊
本
国
際
交
流
祭
典
が
11

月
25
日
、
熊
本
市
の
健
軍
商
店

街
ピ
ア
ク
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、

日
中
協
会
は
今
年
も
グ
ル
メ
部

門
に
参
加
し
ま
し
た
。

販
売
し
た
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
、

「
よ
り
よ
り
」
と
も
呼
ば
れ
る

麻
花
（
マ
ー
フ
ァ
）
や
胡
麻
が

た
っ
ぷ
り
の
芝
麻
菓
（
ジ
ー
マ
ー

グ
ァ
）
は
、
前
日
か
ら
総
勢
20

名
で
準
備
。
ワ
ン
タ
ン
の
皮
も

す
べ
て
手
作
り
で
、
味
に
は
自

信
が
あ
り
ま
す
。
試
食
も
準
備

し
て
、
お
客
様
に
味
見
を
し
て

も
ら
う
と
、
ど
れ
も
美
味
し
い

と
評
判
で
し
た
。

国
際
交
流
祭
典
に
は
26
団
体

が
参
加
。
グ
ル
メ
部
門
の
他
に

も
団
体
の
活
動
紹
介
な
ど
の
パ

ネ
ル
部
門
、
海
外
の
雑
貨
な
ど

を
販
売
す
る
バ
ザ
ー
部
門
、
民

族
舞
踊
な
ど
を
披
露
す
る
ス
テ
ー

ジ
部
門
や
民
族
衣
装
の
試
着
な

ど
の
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
思
い

思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

平成２９年１２月１０日
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今年も日中協会が出展。ワンタン
も人気を集めていました

和
服
が
ぴ
っ
た
り
の
外
国
人
女
性
。

と
て
も
お
似
合
い
で
し
た

民
族
衣
装
を
試
着

す
る
人
た
ち

目玉の点心。麻花と芝麻菓

健
軍
商
店
街
に
並
ん
だ

祭
典
の
テ
ン
ト
群

戦国武将も出現。会場
をにぎわしていました

日本の文化「お茶」の体験も
ありました

ペインティングは若い人たち
に大好評

バザーコーナーには様々な
雑貨が並んでいました



中
国
帰
国
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
体

験
会
が
10
月
16
日
、
熊
本
市
の

大
劇
ボ
ウ
ル
・
ス
ポ
ル
ト
熊
本

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
験
会
は
、
熊
本
地
震

で
被
災
し
た
帰
国
者
に
心
を
寄

せ
て
く
だ
さ
っ
た
山
口
県
の
安

武
悦
子
さ
ん
か
ら
、
帰
国
者
を

励
ま
し
て
ほ
し
い
と
中
対
協
に

寄
付
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実
現
。

帰
国
者
の
皆
さ
ん
に
は
ボ
ウ

リ
ン
グ
が
初
め
て
と
い
う
方
も

多
く
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
と
相
談

し
て
ガ
ー
タ
ー
防
止
の
柵
を
付

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
多
少
ボ
ー

ル
が
曲
が
っ
て
も
、
柵
に
当
た
っ

て
跳
ね
返
り
、
ピ
ン
が
倒
れ
る

の
で
、
初
心
者
も
楽
し
め
る
方

式
で
す
。
初
め
は
恐
る
恐
る
ボ
ー

ル
を
投
げ
て
い
た
方
た
ち
も
段
々

と
上
手
に
な
り
、
と
て
も
楽
し

そ
う
で
し
た
。

安
武
さ
ん
に
は
、
帰
国
者
の

皆
で
作
っ
た
折
り
紙
飾
り
と
寄

せ
書
き
、
写
真
を
添
え
て
お
礼

状
を
お
出
し
し
ま
し
た
。

平成２９年１２月１０日
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お疲れ様。参加者全員で記念写真におさまりました

う
ま
く
い
く
か
な
？

投
げ
て
心
配
そ
う
に
球
の

行
方
を
見
守
る
参
加
者

ス
ト
ラ
イ
ク
に
参
加

者
が
拍
手

ナ
イ
ス
フ
ォ
ー
ム
！

口
笛
を
見
事
に
演
奏
。

器
用
さ
に
観
客
は
驚
い

て
い
ま
し
た

恒例のくまモン登場に大盛り上がり

柔力太極球のパフォーマンス

少
林
寺
拳
法
の
演
武

を
す
る
親
子

ジ
ャ
マ
イ
カ
の
親
子
も
お
国
自

慢
の
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た



熊
本
県
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
（
中
対
協
）
主
催
の

「
楽
し
い
健
康
講
座
」
が
11
月

22
日
、
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
帰
国
者
の
方
々
は
言
葉

や
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら
、
日

本
で
の
日
常
生
活
で
ス
ト
レ
ス

を
溜
め
が
ち
で
す
。

皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
康

で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
心

や
体
の
緊
張
を
取
り
除
き
、
生

き
生
き
と
健
康
的
な
毎
日
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
と
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
堀
田
愛

子
氏
を
講
師
に
招
き
、
「
自
分

で
で
き
る
手
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ス
ト
レ
ッ
チ
」
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

体
と
心
の
健
康
に
関
す
る
簡

単
な
講
義
の
後
は
、
手
の
ひ
ら

や
指
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
施
講

習
。
先
生
に
ツ
ボ
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
自
分
で
マ
ッ
サ
ー

ジ
し
ま
す
。
押
す
と
痛
い
場
所

は
特
に
優
し
く
丁
寧
に
。

後
半
は
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
の
体
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ス
ト

レ
ッ
チ
。
「
哎
呀
（
ア
イ
ヤ
ー
）
、

痛
た
た
っ
」
と
の
声
も
上
が
り

な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
て
も
熱
心

に
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
し
た
方
た
ち
は
「
体
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」

と
す
っ
き
り
し
た
笑
顔
で
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。
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中
国
の
伝
統
劇
は
三
百
を

超
え
ま
す
。
中
で
も
代
表
的

な
の
が
日
本
で
も
馴
染
み
の

京
劇
で
す
。
清
代
に
安
徽
省

で
発
祥
、
北
京
を
中
心
に
発

展
し
た
の
で
「
京
」
の
名
が

付
き
、
主
に
北
京
と
上
海
で

演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
伝
統
劇

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ス
は
三
年
前
、
「
安
徽
省

の
泗
州
劇
が
衰
退
の
一
途
に

あ
る
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。

同
劇
は
二
千
六
年
、
京
劇
、

徽(

き)

劇
と
と
も
に
国
の
無

形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
の
支
援
は
あ
り

ま
せ
ん
。
同
劇
は
地
方
の
冠

婚
葬
祭
に
も
出
か
け
て
、
維

持
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

衰
退
は
地
方
の
老
街
で
も

現
れ
、
演
劇
用
品
や
伝
統
楽

器
が
商
店
街
の
店
頭
か
ら
姿

を
消
し
つ
つ
あ
る
そ
う
で
す
。

人
々
の
生
活
の
中
で
長
年
、

育
ま
れ
た
貴
重
な
文
化
が
途

絶
え
て
い
く
の
は
、
実
に
寂

し
い
限
り
で
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

昭和20年当時、中国東北地方（旧満州）には

開拓団など多くの日本人が居住しており、戦後、

中国に取り残された日本人は中国人の養子や妻

となって生活していました。

昭和47年の日中国交正常化後、日本に帰国し

てきた中国残留邦人とその家族を「中国帰国者」

と呼んでいます。

熊本県中国残留孤児等対策協議会（中対協）

では、中国帰国者の皆さんが日本で自立した生

活をおくれるよう、様々な活動をしています。

日中協会は中対協から業務委託を受けており、

この活動を通じて帰国者を支援しています。

先ずは手のマッサージ。指導者
の手順でツボを押していました

テニスボールを足の下で転がしなら、
筋肉をほぐしていきます

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
セ
ラ

ピ
ス
ト
の
堀
田
愛
子
先
生

通
訳
を
交
え
な
が
ら
の

実
施
講
習
で
す

足の指をつかんで膝の裏を伸ばします


